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40
周

年
を
記
念
し
て
、
令
和
４
年
12
月
４
日
に

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
内
の
ホ
テ
ル
で
マ

レ
ー
シ
ア
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
場
に
は
、
在
マ
レ
ー
シ
ア
日

本
大
使
館
の
公
使
並
び
に
書
記
官
も
ご
臨

席
さ
れ
、
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

三
谷
学
長
と
マ
レ
ー
シ
ア
人
卒
業
生
と
の

意
見
交
換
や
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
２
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
Ｌ

Ｅ
Ｐ
政
策
に
よ
り
、
多
く
の
マ
レ
ー
シ
ア

人
留
学
生
が
来
日
し
、
留
学
後
は
日
本
と

マ
レ
ー
シ
ア
と
の
架
け
橋
と
し
て
様
々
な

分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
本
学
は
こ
れ

ま
で
140
名
以
上
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
卒
業
生

を
輩
出
し
て
お
り
、
産
業
界
は
勿
論
、
高

等
教
育
機
関
や
政
府
関
連
の
機
関
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
多
く
、
近
年

で
は
留
学
生
の
み
な
ら
ず
、
短
期
訪
問
の

学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
プ
ト
ラ
大
学

（
Ｕ
Ｐ
Ｍ
）
だ
け
で
も
100
名
近
く
の
短
期

訪
問
の
学
生
を
毎
年
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
帰
国
後
マ

レ
ー
シ
ア
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
を
含
む
57
名
が
参
加
さ
れ
、
６
名
の
卒

業
生
に
よ
る
九
州
工
業
大
学
で
の
思
い
出

や
近
況
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６

名
に
よ
る
発
表
会
で
は
、
在
学
時
代
の
多

く
の
思
い
出
話
や
、
明
専
会
か
ら
の
資
金

援
助
に
よ
る
国
際
会
議
で
の
成
果
発
表
の

報
告
・
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
本
部
の
若
林
課
長
か
ら
は
九

州
工
業
大
学
の
国
際
化
・
国
際
交
流
活
動

の
現
状
報
告
が
な
さ
れ
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
へ

の
「
九
州
工
大
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
へ
の

取
り
組
み
な
ど
を
説
明
し
、
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
方
面
で
活
躍

し
て
い
る
卒
業
生
と
本
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
強
化
で
き
た
有
意
義
な
機
会
と
な
り
、

マ
レ
ー
シ
ア
人
卒
業
生
の
最
新
名
簿
も
作

成
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
卒
業
生
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
活
用
で
き
、

マ
レ
ー
シ
ア
学
友
会
の
今
後
の
活
動
に
期

待
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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